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ンズ核線条体動脈のvariantを伴い，血管形成的

にクリッピングし得たMllargeaneurysmの1

例を経験した・症例は28才女性で，incidentalに

発見されたMllargeaneurysmである．動脈癖

はMlから生ずるPeanut．Shapedaneurysmで

あり，内側レンズ核線条体動脈がAcomcompleX

から起始しているvariantであつた．highflow

byPassを併用した脳動脈癌trapping，血管形成

的クリッピングなどを念頭において関頭手術を行つ

た．術中所見では，外側レンズ核線条体動脈は

neckのdistalから起始しており，内側レンズ核

線条体動脈は術前診断通り動脈癌のneckから分

枝していなかつた．動脈癌を血管形成的にクリッ

ピングし’患者は神経脱落症状なく社会復帰した．

レンズ核線条体動脈はMl以外から分枝するこ

とがあり，この症例ではHeubnerarteryのvari．

antと考えられた・Mlの動脈癌の手術では，穿

通枝のvariantの可能性も十分に考慮して手術

の方針を決定することが重要である．

8　大脳間裂到達法にてclippingした上下垂体

動脈瘤の1例
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従来，OPhtha1micsegmentに発生する動脈癌

は明らかな血管の分枝がないものが多いため，そ

の付近の構造物にちなんだ名称呼ばれていたが，

最近，上下重体動脈分岐部にneckがある動脈痛

が報告されるようになり，これを上下重体動脈癌

とよぶようになつた．今回我々は前交通動脈痛に

上下重体動脈痛を合併した症例をinterhemi－

sphericapproachを用いて手術をしたので報告

する．症例は58歳の女性で頭痛，嘔吐を主訴に救

急搬送され，CTScanでくも膜下出血が認められ

た．脳血管撮影で前交通動脈癌と左上下垂体動脈

癌を確認した．手術は最初，左pterionalap－

proachで内頚動脈に到達したが，動脈癌を確認

できず，次に大脳間裂よりapproachすることに

より2つともclippingすることができた．考察で

はこのような動脈癌に対する3つのapproachに

ついて検討する・

9　Posterior Circulation末梢部未破裂脳動脈

瘤の治療経験
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Posterior Circulation末梢部に発生する脳動

脈癌は極めて稀で，その発生頻度はPCA末梢部・

SCA末梢部で各々全脳動脈癌の0．3～2．3％．

0．2～0．66％との報告がある．この部位の破裂急

性期手術例では，脳腫脹が強く視野を得るのが困

難ため’合併症の危険性が高いとされている．今

回，PCA末梢部とSCA末梢部の無症候性未破裂

脳動脈癌の2例に対して，subtemporaltransten・

trialapproachでneckClipPing術を施行したの

で報告する．PCA末梢部の症例は64歳の女性．右

PCAのP3／4junctionに径約3mmの未破裂

脳動脈痛を認めた．右ACAにも未破裂脳動脈癌

を認め，同時手術を施行した．sCA末梢部の症例

は61歳の女性．右SCAのambientsegmentに径

約3．4mmの未破裂脳動脈癌を認めた．SCA末梢

部の症例で術後一過性の右滑車神経麻痔を合併し

た以外，経過良好であつた．

10　中大脳動脈―レンズ核線条体動脈分岐部動脈

瘤手術におけるモニタリングの経験
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中大脳動脈ーレンズ核線条体動脈分岐部動脈癌

（M1－LSAAN）手術におけるLSAの血流障害

に関して検討した．対象はMl・LSA ANの5症

例（破裂2例，末破裂3例）で，運動誘発電位

（MEP）と体性感覚誘発電位（SEP）モニタリン

グ下に手術を施行した．2例で術後LSA潅流領

域に梗塞巣が出現した．1例（破裂動脈癌）は

LsA自体から動脈痛が発生しており，動脈癌近位

部のLSAの血流を一時遮断しMEPおよびSEP
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に変化がな い こ とを確認後 L S A を凍 固切断 し動

脈癌を摘 出した . 術後被殻 に梗塞巣 が 出現 した が

運動麻樺は認め なか っ た . 他の 1 例 で は
,
ク リ ッ

ピ ン グ後 M E P
,
S E P に変化 はなか っ た が

,
約1 0

分後 M E P が消失した . M E P 悪化 の 原因は 見あ

たらず , その 後 コ ン ト ロ ー ル の8 0 % の 振 幅に 回復

した ため手術を終了したが
,
術後被 殻 に梗塞巣 が

出現 し運動麻痔( 5 / 5 ) を呈 した . ク リ ッ プ の 変

位によ り L S A の 血沈不全を来した 可能性 が考 え

られた . こ れ ら 2 例の 手術を供覧する .

11 破裂前後の動脈癌 の形態に つ い ての検討
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【目的】 破裂前後 で動脈癌 の 形態 に ど の よう な

変化がある の かを検討 した .

【対象】19 93 年よ り10 年間にク モ 膜下出血 で 入

院し血管撮影を行 い
,
破裂前 の動脈癌 の 存在が確

認され た 5 症例 . 年齢は43 歳か ら80 歳
,
男性 2 例

,

女性 3 例 . 破 裂前動 脈癌 の 確認 は M R A 3 例
,

D S A 2 例 . 動脈癌 の 部位 は内頚動脈後交通動脈

癌分岐部動脈癌(IC-P C A N ) 2 例
,
中大脳動脈癌

( M C A A N ) 2 例, 脳 底動脈先端 部動脈癌 ( B A -

t o p A N ) 1 例 . 破裂前に画像を得た契機 は外 眼筋

麻痔 1 例
,
ク モ 膜下 出血 後追跡 中 の 1 例 , 他 3 例

は無症候性 . 破裂前後 の 間隔は 8 ケ 月か ら 2 年 で

あ っ た .

【結果】 破裂前動脈痛 の 最大径 は
,
B A -t o p A N

l 例が 3 m m で
,
他 の 4 例は10 m m 前後であ っ た .

破裂後 の 動脈癌 で は
,
大 きさ に 変化 はみ られ ず ,

小 さな bl e b の み 認め た もの 4 例
,
壁 の 凹凸 を認

めたもの 1 例で あ っ た .

【結論】 破裂前後 で動脈癌 の 大き さ に 変化 は な

く
,
破裂部位を想定さ せ る bl eb の み 変化が 認め

られ た .

12 S T A - M C A 吻合術1 0 年目に吻合部対側壁 に

動脈癌を形成 した 1 例
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症例は10 年前に左浅側頭動脈 一中大脳動脈吻合

術を受けた65 歳の男性 . 四肢麻痔な く失語症を残

し転院とな っ た . その 後 A S O に て 人工 血管を用

い た大腿動脈 バ イ パ ス 術を施行され て い る . 今軌

曜吐 の後 に呼名反応消失 した ため当院救急搬送さ

れた . 来院時意識は J C S に て Ⅰ 桁 , 感覚性失語 .

瞳孔不同 ･ 四肢麻痔は認め なか っ た . C T に て 左

側頭葉内血腫と左急性硬膜下血腫を認め当科入院

とな っ た . 経上腕 シ モ ン ン ズ法 によ る左総頚動脈

撮影 に て左浅側頭動脈吻合部の ち ょ う ど対側壁 に

嚢状動脈癌を認め た . 凝 固能 の 正 常化を待 ち
,
脂

動脈痛ク リ ッ ピ ン グ術お よび側頭葉内血腫 と硬膜

下血腫 の 除去術を施行 した . 今回の 動脈癌 は
,
浅

側頭動脈一中大脳動脈吻合術か ら既 に10 年経過 し

て い る こ と
,
吻合部縫合線上 にな い こ と か ら

, 真

性動脈痛と考えられ
,
また

,
その成因は

, 浅側頭動

脈 の 血流が中大脳動脈に ぶ つ か る村側壁に形成さ

れ て い る こ とか ら
,
b e m o d y n a m i c st r e s s に よ る

もの と考えられ た .

1 3 動脈癌ク リ ッ プの性能 はどの 程度保 たれ て い

る か ?
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【緒言】 動脈療治療 で cli p p i n g 術は根治的と 言

われ て い るが
, 実際に動脈癖 clip の 性能が生体内

で どの 程度保持され る の か に 関し て の 検 討
,
報告

はな い
.

【対象と方法】2 0 年前 に cli p p i n g 術を受けた患

者に 再手術を行 い
,

cli p の か け替えを行 っ た 2 例

を経験 した . ( 1 例は20 年前に S A H で 発症 した前

交通動脈癌例 で S A H を再発 . 他 の 1 例 は2 2 年前

に S A H で発症 した椎骨動脈痛例 で
,
皮 質下 出血

で入 院 した際 の 検査 で 動脈癌 の 残存 を認め る .)




